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質 問 応 答 書 

 

調達件名 令和６年度地下水流動方向調査業務                   

番号 質 問 事 項 回    答 

１ 

特記仕様書（調査解析用） 

第２章 業務の内容  

2-2 業務の内容 

(2) 現地調査 

ア 地下水測定の実施 

「静水位の測定が困難であった場合

は、理由と併せてその旨を記録し、測

定すること。」となっているが、その測

定は簡易水質のみを測定することを

示しているのか。 

調査協力依頼及び調査前連絡におい

て、井戸利用がない時間帯又は井戸（揚

水ポンプ）を止めることが可能な時間

帯で実施協力を依頼します。当該時間

帯がなく協力が難しい場合は、現地調

査の対象から除外します。 

調査当日に揚水ポンプを停止し地下

水位の測定が可能であるが、地下水位

が安定しない等の静水位の測定が困難

な状況においては、理由と併せて静水

位の測定が困難であったことを記録

し、当該状況下での地下水位と簡易水

質について測定してください。 

一方で、事前に揚水ポンプを停止す

ることに同意があったにも関わらず、

調査当日に揚水ポンプの停止が困難と

なった場合には、日程を改める等の対

応を検討します。今後もポンプ停止の

協力が困難であることが明らかな場合

で、蛇口等で地下水の採取が可能な場

合は、簡易水質のみ測定することとし、

地下水の採取が困難な場合は、地下水

及び簡易水質ともに測定しないことと

します。 

 


